
イタリアンライグラスとソルガムを用いた 
長期高栄養草種による放牧肥育技術 

目的と特徴 
・黒毛和種去勢牛を外国産穀物飼料を使わないで放牧草のみで牛肉生産を行いました。 
・冬-イタリアンライグラス、夏-高消化性ソルガムを用いて高栄養な放牧草を用いました。 
・放牧に用いた牧草の時期毎の栄養価や生産した放牧牛肉の特徴が明らかになりました。 

連絡先：大分県農林水産研究指導センター畜産研究部飼料･環境チーム  tel 0974-76-1248 

成果 
・冬はイタリアンライグラス、夏は高消化性ソルガムを放牧草として利用することにより、 
 黒毛和種去勢牛を生後6ヶ月令～28ヶ月令放牧し、出荷体重600㎏を超える牛肉生産が 
 できます。 

雪が積もろうが雨が降ろうが 

周年放牧を行います。 

放牧草のみで 
生後28ヶ月令、出荷体重
平均609㎏(545㎏～632㎏)
の牛肉が生産できます。 

生後6ヶ月から放牧開始 

冬～夏(11月～7月) 

イタリアンライグラス放牧 

夏～冬(7月～11) 

高消化性ソルガム放牧 

 
技術の完成状況 
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放牧牛肉生産経費 放牧牛肉の特性 

対象作物・家畜、普及対象 
・イタリアンライグラス、ソルガム、肉用牛、暖地 
対象農家 
・放牧地を有し、放牧のみで牛肉生産を行う農家、6次産業として取り組む農家 
必要な道具 
・播種・施肥機、除草剤散布機、電機牧柵 
関連HP 
 
その他 
・1頭の生産に1haの放牧地が必要です。イタリアンライグラスは長期利用のため極晩生品種  
 を利用し、ソルガムは栄養価を高めるためBMR品種を利用します。 
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放牧牛の体重の推移と放牧草の栄養価 


